
（千葉県）

市 政 ル ポ 東
と う が ね

金市

圏
央
道
の
開
通
で
ま
ち
が
元
気
に

目
指
す
は「
便
利
な
田
舎
」都
市

江
戸
の
御
成
街
道
、
現
代
の
圏
央
道

　

東
金
市
は
昨
年（
平
成
26
年
）４
月
、
市
制
60
周
年

の
節
目
を
迎
え
た
。
昭
和
28
年
に
ま
ず
東
金
町
ほ
か

５
村
の
合
併
で
東
金
町
と
な
り
、
翌
29
年
に
山
武
郡

２
村
の
一
部
を
編
入
す
る
２
段
階
合
併
を
経
て
、
千

葉
県
下
13
番
目
の
市
と
し
て
誕
生
し
た
。

　

合
併
当
時
の
人
口
３
万
５
０
０
０
人
弱
は
、
52

年
後
の
平
成
18
年
に
６
万
１
５
１
８
人
に
達
し
て

ピ
ー
ク
を
迎
え
、
そ
れ
以
後
は
緩
や
か
な
減
少
傾

向
に
あ
る
。
し
か
し
、
人
口
は
平
成
27
年
８
月
現

在
で
も
６
万
人
台
を
維
持
し
て
お
り
、
世
帯
数

（
約
２
万
６
０
０
０
世
帯
）
は
人
口
ピ
ー
ク
時
の
平

成
18
年（
約
２
万
３
０
０
０
世
帯
）に
比
べ
、
逆
に

３
０
０
０
世
帯
近
く
増
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
人
口
動
態
を
見
れ
ば
全
国
共
通
の
少
子
高

齢
化
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
15
歳
〜
64
歳
の
比
率
が

常
に
60
％
台
の
半
ば
を
維
持
し
て
お
り
、
出
生
率
は

近
年
、
む
し
ろ
上
昇
傾
向
を
見
せ
て
い
る
。
ベ
ッ
ド

タ
ウ
ン
と
し
て
の
急
成
長
が
一
段
落
し
た
後
も
、
子

育
て
世
代
を
中
心
と
す
る
働
き
盛
り
の
世
帯
の
転
入

が
、
安
定
的
に
続
い
て
い
る
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。

　
「
千
葉
県
は
高
度
経
済
成
長
時
代
か
ら
平
成
10
年

代
半
ば
に
掛
け
て
、
全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
人

口
急
増
地
帯
と
な
り
ま
し
た
が
、
中
で
も
東
金
市
と

そ
の
周
辺
地
域
は
、
東
京
都
心
部
か
ら
も
近
い
ベ
ッ

ド
タ
ウ
ン
の
好
適
地
と
し
て
、
木
更
津
市
や
浦
安
市

な
ど
と
と
も
に
人
口
を
大
き
く
伸
ば
し
ま
し
た
。
こ

こ
10
年
ぐ
ら
い
は
少
子
高
齢
化
な
ど
の
全
国
的
な
傾

向
が
こ
の
地
域
に
も
及
び
、
少
し
ず
つ
人
口
を
減
ら

し
て
い
ま
す
が
、
東
金
市
は
平
成
４
年
に
開
学
し
た

城
西
国
際
大
学
が
当
初
の
２
学
部
２
学
科
か
ら
現
在

は
８
学
部
９
学
科
、
６
大
学
院
研
究
科
お
よ
び
博
士

課
程
も
備
え
た
総
合
大
学
に
拡
大
し
て
い
る
ほ
か
、

千
葉
県
立
農
業
大
学
校
（
昭
和
54
年
千
葉
県
農
業
大

学
校
と
し
て
開
校
）や
千
葉
県
警
察
学
校（
昭
和
61
年

設
置
）
が
立
地
す
る
な
ど
、
若
者
た
ち
の
教
育
施
設

が
多
く
、
そ
う
し
た
環
境
も
人
口
減
少
傾
向
を
あ
る

程
度
抑
止
し
て
い
る
面
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

そ
う
語
る
の
は
志

賀
直
温
・
東
金
市
長
で
あ
る
。
志

賀
市
長
は
さ
ら
に
「
60
年
前
の
市
制
施
行
が
、
高
度

経
済
成
長
時
代
以
降
の
東
金
市
の
人
口
を
順
調
に

伸
ば
し
た
き
っ
か
け
に
な
っ
た
一
方
で
、
東
金
と

い
う
地
が
そ
の
周
辺
地
域
に
お
け
る
物
流
・
人
流

の
集
散
地
と
な
っ
て
い
く
そ
も
そ
も
の
契
機
は
、

４
０
０
年
前
に
お
け
る
東
金
と
徳
川
家
康
公
と
の

地
縁
に
行
き
着
き
ま
す
」と
続
け
る
。

　

慶
長
18
年
（
１
６
１
３
年
）、
徳
川
家
康
公
は
時

志
し が

賀直
なおはる

温
東金市長
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の
佐
倉
城
主
・
土
井
利
勝
に
東
金
で
の
鷹
狩
の
準

備
を
命
じ
る
。
土
井
利
勝
は
そ
の
た
め
、
船
橋
と

東
金
を
直
結
さ
せ
る
約
37
㎞
の
新
道
（
御
成
街
道
）

を
わ
ず
か
１
カ
月
程
度
で
造
成
。
併
せ
て
家
康
公

の
休
憩
・
宿
泊
所
と
し
て
敷
地
６
７
０
０
坪
の
東

金
御
殿
（
現
・
県
立
東
金
高
等
学
校
敷
地
）
を
建
設

す
る
（
東
金
市
教
育
委
員
会
編
さ
ん
『
歴
史
と
自
然

を
め
ぐ
る
道
』よ
り
）。

　

か
く
し
て
徳
川
家
康
公
に
よ
る
東
金
で
の
鷹
狩

は
、
大
阪
冬
の
陣
の
直
前
に
当
た
る
慶
長
19
年

（
１
６
１
４
年
）
と
い
う
重
要
な
時
期
の
正
月
を
皮

切
り
に
始
ま
り
、
２
代
将
軍
・
秀
忠
公
に
も
受
け

継
が
れ
た
。
そ
の
後
、
船
橋
ま
で
直
結
す
る
こ
の

御
成
街
道
は
九
十
九
里
地
域
の
農
産
物
や
海
産
物

を
江
戸
へ
運
ぶ
重
要
な
流
通
ル
ー
ト
に
な
り
、
付

随
し
て
東
金
は
宿
場
町
・
商
業
集
積
地
と
し
て
繁

栄
す
る
よ
う
に
な
る
。

　

東
金
市
は
現
在
、
山
武
市
、
大
網
白
里
市
、

九
十
九
里
町
、
芝
山
町
、
横
芝
光
町
の
近
隣
２
市
３

町
と
と
も
に
山
武
郡
市
広
域
行
政
組
合
を
形
成
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
広
域
連
携
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
こ

の
３
市
３
町
に
よ
る
広
域
圏
＝
山
武
地
域
の
連
携

は
、
船
橋
を
経
由
し
て
江
戸
方
面
に
向
か
う
御
成
街

道
の
起
点
・
東
金
を
集
散
地
と
し
、
周
辺
地
域
が
そ

こ
に
農
産
物
や
海
産
物
を
納
入
し
た
り
労
働
力
の
供

給
源
と
も
な
っ
た
、
４
０
０
年
来
の
伝
統
に
基
づ
い

た
も
の
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　

だ
か
ら
こ
そ
東
金
市
に
と
っ
て
、
市
制
60
周
年

（
平
成
26
年
）
の
節
目
は
も
ち
ろ
ん
重
要
だ
が
、「
徳

川
家
康
公
と
の
ご
縁
の
始
ま
り
か
ら
４
０
０
周
年

（
平
成
25
年
）と
い
う
歴
史
も
、
同
じ
よ
う
に
大
切
な

節
目
だ
っ
た
」
と
す
る
志
賀
市
長
の
言
葉
は
大
い
に

納
得
で
き
る
。

圏
央
道
開
通
の
さ
ま
ざ
ま
な
波
及
効
果

　

そ
れ
に
し
て
も
わ
ず
か
１
カ
月
程
度
の
工
期
（
沿

道
97
カ
村
の
村
人
を
総
動
員
し
た
と
さ
れ
る
）
で
、

約
37
㎞
の
新
道
（
御
成
街
道
）
が
誕
生
し
た
イ
ン
パ

ク
ト
は
、
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
か
な
り
の
も
の

御成街道終点の八鶴湖。家康公が過ごした東金御殿は現在、湖畔の県立東金高等学校

うっそうとした木立が今も徳川家康公の時代をほうふつさせる御成街道

圏央道東金JCT
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だ
っ
た
ろ
う
。
外
房
の
海
岸
線
か
ら
10
㎞
し
か
離

れ
て
い
な
い
東
金
が
、
房
総
半
島
の
江
戸
へ
の
と

ば
口
で
あ
る
船
橋
ま
で
、
ほ
ぼ
直
線
路
で
結
ば
れ

た
の
だ
。
中
山
間
地
に
首
都
と
結
ば
れ
る
高
速
道

路
が
一
気
に
で
き
た
よ
う
な
も
の
で
、
恐
ら
く
現

代
の
感
覚
で
は
想
像
も
つ
か
な
い
よ
う
な
交
通
利

便
性
が
、
東
金
お
よ
び
九
十
九
里
地
域
に
は
も
た

ら
さ
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　

同
様
に
事
業
構
想
の
策
定
か
ら
30
年
近
く
が
経
過

し
た
平
成
25
年
４
月
に
よ
う
や
く
開
通
し
た
圏
央
道

（
東
金
Ｊ
Ｃ
Ｔ
〜
木
更
津
東
Ｉ
Ｃ
間
、
約
43
㎞
）
も
、

工
期
と
い
う
面
で
は
１
カ
月
程
度
で
造
成
さ
れ
た
御

成
街
道
と
は
対
照
的
で
は
あ
る
も
の
の
、
現
代
の
東

金
市
に
と
っ
て「
第
２
の
御
成
街
道
」の
開
通
と
も
い

う
べ
き
、
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
恩
恵
を
も
た
ら
し
て
く

れ
る
も
の
と
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

圏
央
道
（
千
葉
区
間
）
の
東
金
Ｊ
Ｃ
Ｔ
〜
木
更
津

東
Ｉ
Ｃ
間
の
開
通
か
ら
３
カ
月
後
の
「
整
備
効
果
」

に
つ
い
て
、
国
土
交
通
省
は
平
成
25
年
10
月
の
段

階
で
早
く
も
次
の
よ
う
な
ニ
ュ
ー
ス
リ
リ
ー
ス
を

出
し
て
い
る
。

◇
圏
央
道
を
利
用
す
る
高
速
バ
ス
が
20
便
増
加
。
バ

ス
ル
ー
ト
変
更
に
伴
い
所
要
時
間
が
短
縮
さ
れ
、
バ

ス
利
用
客
も
２
割
増
え
た
。
／
◇
県
内
観
光
地
へ
の

ア
ク
セ
ス
が
向
上
し
た
こ
と
で
、
観
光
客
が
約
16
％

増
加
し
た
エ
リ
ア
も
出
現
。
／
◇
市
場
へ
の
所
要
時

間
が
短
縮
し
た
こ
と
で
、
房
総
地
域
の
新
鮮
な
農
水

産
物
を
よ
り
早
く
輸
送
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ

た
。
／
◇
搬
送
時
間
が
短
縮
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

専
門
性
の
高
い
病
院
へ
の
搬
送
が
増
加
し
た
。
さ
ら

に
道
路
線
形
も
よ
く
な
っ
た
た
め
、
患
者
さ
ん
の
負

担
が
軽
減
さ
れ
た
。

　

東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
の
房
総
側
起
点
で
あ
る
木

更
津
と
東
金
が
一
気
に
結
ば
れ
た
圏
央
道
と
、
東
金

〜
船
橋
間
を
結
ぶ
旧
御
成
街
道
は
、
そ
の
効
果
に
お

い
て
見
事
に
重
な
っ
て
見
え
る
の
が
面
白
い
。
そ
れ

は
と
も
か
く
と
し
て
、
前
出
の
国
土
交
通
省
の

ニ
ュ
ー
ス
リ
リ
ー
ス
は
、
千
葉
県
全
域
に
対
す
る
整

備
効
果
と
い
う
形
で
発
信
さ
れ
て
い
る
が
、
直
接
的

に
は
東
金
市
を
は
じ
め
と
す
る
広
域
圏
・
山
武
地
域

に
も
た
ら
さ
れ
た《
圏
央
道
開
通
効
果
》の
意
味
合
い

が
大
き
い
。
圏
央
道
か
ら
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
を

経
由
し
て
羽
田
空
港
、
東
京
駅
に
も
直
結
す
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
「
圏
央
道
の
開
通
に
よ
っ
て
、
ま
ず
東
京
ま
で
の

ル
ー
ト
が
２
つ
に
な
り
、
と
も
に
約
１
時
間
で
行
き

来
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
効
果
は
山
武

地
域
全
体
に
お
い
て
観
光
面
、
物
流
面
な
ど
に
顕
著

で
す
が
、
東
金
市
に
限
れ
ば
私
が
市
長
に
就
任
す
る

直
前
の
平
成
９
年
度
か
ら
分
譲
を
開
始
し
て
、
ま
だ

立
地
の
少
な
か
っ
た
約
１
０
０
ha
の
工
業
団
地
・
千

葉
東
テ
ク
ノ
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
へ
の
企
業
進
出
が
急

速
に
進
ん
だ
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
か
ら
昨

年
４
月
に
、
千
葉
東
テ
ク
ノ
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
の
一

画
に
オ
ー
プ
ン
し
た
東
千
葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

へ
の
救
急
搬
送
の
状
況
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
」

（
志
賀
市
長
）

　

東
千
葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
は
地
方
独
立
行
政

法
人
東
金
九
十
九
里
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
（
設
立
団

体
：
東
金
市
、
九
十
九
里
町
）
が
運
営
す
る
、
人
口

東金市と山武市にまたがる食虫植物群落（国指定天然記念物）

東金はぶどう、すいか、イチゴなどを産する果実王国
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東金市　市 政 ル ポ

（千葉県）

約
22
万
人
を
抱
え
る
山
武
地
域
の
地
域
中
核
病
院

だ
。
総
合
病
院
と
し
て
の
役
割
の
中
で
も
、
２
次
・

３
次
救
急
医
療
お
よ
び
急
性
期
医
療
、
さ
ら
に
は
４

疾
病（
が
ん
・
脳
卒
中
・
急
性
心
筋
梗
塞
・
糖
尿
病
）

に
対
応
す
る
高
度
専
門
医
療
な
ど
に
と
り
わ
け
力
点

を
置
い
た
運
営
に
特
色
が
あ
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
18

診
療
科
を
標
榜
し
て
い
る
が
、
平
成
28
年
度
中
の
フ

ル
オ
ー
プ
ン
の
際
に
は
23
診
療
科
（
ベ
ッ
ド
数

３
１
４
床
）に
な
る
予
定
だ
。

地
域
医
療
を
変
え
た 

東
千
葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

　

東
千
葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
れ
ま
で
山

武
地
域
の
医
療
を
支
え
、
昨
年
３
月
末
に
閉
院
し
た

県
立
東
金
病
院（
昭
和
28
年
開
院
）の
一
部
医
療
機
能

を
引
き
継
ぎ
、
救
急
医
療
・
急
性
期
医
療
を
核
と
し

た
地
域
中
核
病
院
と
し
て
、
地
域
に
お
け
る
さ
ま
ざ

ま
な
医
療
の
課
題
に
対
応
す
べ
く
開
院
し
た
。

　

喫
緊
の
課
題
は
、
そ
れ
ま
で
４
割
近
く
が
地
域
外

の
病
院
に
向
け
ら
れ
て
い
た
緊
急
搬
送
に
お
け
る
受

け
入
れ
体
制
の
整
備
で
あ
る
。

　

高
度
経
済
成
長
時
代
以
降
に
人
口
が
急
増
し
た
千

葉
県
は
、
医
師
・
看
護
師
不
足
が
共
に
全
国
の
ワ
ー

ス
ト
３
に
入
る
と
い
う
、
医
療
環
境
問
題
を
抱
え
て

い
る
。
特
に
山
武
地
域
は
、
県
内
の
他
地
域
と
比
べ

救
急
搬
送
受
け
入
れ
が
で
き
る
医
療
機
関
が
さ
ら
に

少
な
く
、
千
葉
市
や
成
田
市
、
旭
市
な
ど
の
病
院
に

振
り
向
け
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
そ

の
た
め
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
稼
働
数
が
高
い
地
域
と
も

な
っ
て
い
た
。

　
「
地
域
外
へ
の
救
急
搬
送
は
時
間
も
掛
か
り
ま
す

し
、
そ
の
た
め
に
救
う
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
《
生

命
》
も
少
な
く
な
い
の
で
は
な
い
か
と
、
い
つ
も
胸

の
痛
む
思
い
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
昨
年
の

東
千
葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
の
開
院
に
当
た
っ
て

は
、
年
間
１
６
０
０
件
ほ
ど
の
救
急
搬
送
を
受
け
入

れ
よ
う
と
い
う
想
定
で
い
た
の
で
す
が
、
実
際
に
は

２
３
０
０
件
を
超
え
ま
し
た
。
結
果
的
に
地
域
外
へ

の
救
急
搬
送
も
開
院
前
と
比
較
し
て
約
15
ポ
イ
ン
ト

改
善
し
た
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
、
ま
ず
は
部
分
開

院
に
こ
ぎ
着
け
た
効
果
が
出
始
め
た
の
か
な
と
、
少

し
安
堵
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
」（
志
賀
市
長
）

　

平
成
28
年
度
の
フ
ル
オ
ー

プ
ン
に
向
け
て
は
現
在
、
皮

膚
科
や
眼
科
、
耳
鼻
咽
喉

科
、
歯
科
口
腔
外
科
な
ど
未

開
設
の
診
療
科
設
置
が
着
々

と
準
備
さ
れ
て
い
る
。
特
に

子
育
て
世
代
に
人
気
の
高
い

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
は
、

周
産
期
医
療
を
担
う
産
科

（
婦
人
科
は
既
設
）の
医
師
の

確
保
を
急
ぎ
た
い
と
こ
ろ
だ

が
、
千
葉
大
学
医
学
部
附
属

病
院
の
東
金
九
十
九
里
地
域

臨
床
教
育
セ
ン
タ
ー
を
併
設

地域医療圏の核となる東千葉メディカルセンター

東千葉MCハイブリッド手術室（カテーテルを使う内科的治療と外科手術による治療
法を１つの部屋で行える）

31 市政 OCTOBER 2015



す
る
東
千
葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
で
あ
っ
て
も
、

全
国
的
な
産
科
医
不
足
の
影
響
で
、
め
ど
は
立
ち
に

く
い
の
が
現
状
だ
と
い
う
。
だ
が
そ
う
し
た
課
題
が

あ
っ
て
も
、
圏
央
道
の
開
通
と
同
時
期
に
開
院
し
、

救
急
搬
送
体
制
に
顕
著
な
効
果
を
示
し
て
い
る
東
千

葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
へ
の
地
域
の
期
待
は
非
常

に
大
き
い
。

　

医
師
の
数
と
同
時
に
全
国
的
な
レ
ベ
ル
で
不
足
が

続
く
看
護
師
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
城
西

国
際
大
学
に
看
護
学
部
が
誕
生
し
、
そ
の
１
期
生
が

現
在
最
終
学
年
を
迎
え
て
い
る
。
東
金
市
で
は
今
後

も
城
西
国
際
大
学
看
護
学
部
へ
の
志
望
者
お
よ
び
、

卒
業
後
に
東
千
葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
へ
の
勤
務

（
原
則
４
年
以
上
）を
希
望
す
る
学
生
を
養
成
す
る
た

め
に
、
東
金
市
看
護
師
養
成
修
学
資
金
貸
付
制
度
を

平
成
26
年
度
末
か
ら
開
始
し
た
。

　

東
千
葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
に
４
年
以
上
勤
務

し
た
者
に
は
修
学
資
金
と
入
学
支
度
金
の
返
還
が
免

除
さ
れ
る
手
厚
い
制
度
だ
。
こ
う
し
た
側
面
支
援
と

と
も
に
、
周
産
期
医
療
の
確
立
な
ど
に
向
け
た
東
千

葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
の
今
後
の
運
営
に
注
目
が

集
ま
っ
て
い
る
。

み
の
り
の
郷
東
金
と 

ま
ち
の
駅
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

圏
央
道
開
通
の
効
果
が
東
金
市
内
で
最
も
現
れ
て

い
る
の
は
、
東
千
葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
と
同
様

に
、
圏
央
道
開
通
と
同
時
期
に
オ
ー
プ
ン
し
た
産
業

交
流
拠
点
施
設
《
み
の
り
の
郷
東
金
》（
第
三
セ
ク

平成24年度から看護学部が開設された城西国際大学

東金の物産と元気があふれるみのりの郷東金のオープニングパレード

東金の物産と元気があふれるみのりの郷東金植木と盆栽でも知られる東金（みのりの郷東金）
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タ
ー
「
東
金
元
気
づ
く
り
株
式
会
社
」
に
よ
る
運
営
）

だ
ろ
う
。

　

み
の
り
の
郷
東
金
は
植
木
の
ま
ち
と
し
て
全
国
的

に
知
ら
れ
る「
東
金
市
緑
花
木
セ
ン
タ
ー
」跡
地（
約

２
・
６
ha
）に
建
設
さ
れ
た
。
東
金
市
特
産
の
農
産
物

や
果
物（
米
、
イ
チ
ゴ
、
ぶ
ど
う
、
プ
ラ
ム
、
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
な
ど
）
の
直
売
施
設
「
東
金
マ
ル
シ
ェ
」、
さ

ま
ざ
ま
な
植
木
お
よ
び
花か

き卉
な
ど
を
取
り
扱
う
緑
花

木
市
場
に
、
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
が
併
設
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
東
金
マ
ル
シ
ェ
内
の
イ
ベ
ン
ト
広
場

は
、
世
代
を
超
え
た
市
民
サ
ー
ク
ル
活
動
の
発
表
の

場
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
平
成
26
年
の
ク
リ
ス
マ
ス

に
は
城
西
国
際
大
学
の
留
学
生（
17
カ
国
）た
ち
に
よ

る
イ
ベ
ン
ト「
世
界
の
ク
リ
ス
マ
ス
」が
開
催
さ
れ
る

な
ど
、
地
域
に
元
気
の
素
を
振
り
ま
く
交
流
拠
点
と

し
て
す
で
に
フ
ル
稼
働
し
て
い
る
。

　

元
気
の
素
と
い
え
ば
、
東
金
市
が
平
成
22
年
度
か

ら
開
始
し
た
「
東
金
市
元
気
ア
ッ
プ
計
画
」
も
面
白

い
。
東
金
市
を
は
じ
め
と
す
る
山
武
地
域
の
近
年
の

商
業
事
情
は
、
車
社
会
の
進
展
に
伴
っ
て
、
交
通
量

の
多
い
バ
イ
パ
ス
沿
い
へ
の
外
部
資
本
の
進
出
が
や

は
り
目
立
つ
。
半
面
ど
う
し
て
も
、
宿
場
町
時
代
か

ら
の
伝
統
が
あ
る
、
旧
道
沿
い
お
よ
び
中
心
市
街
地

に
立
地
す
る
地
域
の
商
業
者
の
苦
戦
が
続
く
。

　
「
東
金
市
元
気
ア
ッ
プ
計
画
」
は
も
と
も
と
、
こ

う
し
た
状
況
を
打
開
す
る
た
め
、
地
域
の
商
店
や

事
業
所
、
集
会
所
な
ど
の
「
ま
ち
の
駅
」
化
お
よ
び

そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
か
ら
着
手
さ
れ
た
。
ま
ち

の
駅
が
市
内
随
所
に
あ
る
こ
と
で
、
来
訪
者
へ
の

案
内
業
務
や
地
域
住
民
に
対
す
る
情
報
発
信
な
ど
、

既
存
施
設
に
公
的
な
機
能
を
新
た
に
付
与
し
て
、

結
果
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
や
防
災
・
防
犯

の
拠
点
化
、
高
齢
者
や
子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
機

能
を
は
じ
め
と
し
た
福
祉
的
役
割
な
ど
も
担
っ
て

も
ら
お
う
と
の
試
み
だ
（
東
金
市
元
気
ア
ッ
プ
策
定

委
員
会
作
成
資
料
よ
り
）。
同
時
に
空
き
店
舗
対
策

（
学
生
や
女
性
に
よ
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
）
や
地
域
ブ
ラ
ン
ド
創
出
な
ど
、
地
域
経
済
の
活

性
化
に
一
石
を
投
じ
よ
う
と
す
る
施
策
も
着
々
と

実
行
に
移
さ
れ
て
い
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
地
域
住
民
に

よ
る
市
民
提
案
型
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
が
、
平

成
25
年
度
か
ら
併
せ
て
活
発
化
し
つ
つ
あ
る
が
、

こ
れ
も
元
気
ア
ッ
プ
計
画
と
連
動
す
る
力
に
な
れ

ば
、
相
乗
効
果
も
期
待
で
き
る
。

　

と
こ
ろ
で
ま
ち
の
駅
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
つ
い

て
は
、
千
葉
県
内
に
42
カ
所
設
置
さ
れ
て
い
る
ま
ち

の
駅
の
う
ち
、
東
金
市
に
40
カ
所
が
集
中
し
て
い

る
。
み
の
り
の
郷
東
金
、
東
金
市
役
所
も
ま
ち
の
駅

の
認
可
を
受
け
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
つ
だ
。

　

ま
ち
の
駅
の
駅
長
会
議
に
も
出
席
す
る
志
賀
市

長
は
、「
最
終
的
に
東
金
市
を
便
利
な
田
舎
に
し
た

い
」
と
語
る
。
東
京
駅
へ
は
定
期
高
速
バ
ス
で
約
１

時
間
。
徳
川
家
康
公
が
魅
了
さ
れ
た
自
然
の
名
残

も
田
園
地
帯
も
豊
富
に
あ
る
。
東
千
葉
メ
デ
ィ
カ

ル
セ
ン
タ
ー
の
拡
充
化
で
医
療
環
境
の
さ
ら
な
る

改
善
が
見
込
ま
れ
、
市
民
活
動
を
核
と
す
る
元
気

の
素
も
多
角
的
に
動
き
始
め
た
。
東
金
市
の
現
況

は
既
に
「
元
気
か
つ
便
利
な
田
舎
」
の
様
相
を
呈
し

て
い
る
と
い
え
る
。

（
取
材
・
文 

遠
藤　

隆
／
取
材
日 

平
成
27
年
８
月
５
日
）

地域のあらゆる業種・団体等が加盟する「まちの駅」ネットワーク

毎年夏に開催される市民総参加のYASSAフェスティバル

33 市政 OCTOBER 2015


